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2023年５月15日開催の取締役会において、１株当たり46円の期末配当金を支払うことを決議しま
したので、お知らせします。
また、2022年８月から2023年３月にかけて約350億円の自己株式の取得を行い、これにより

2021年度の総還元性向は44.9％となりました。

「サステナビリティレポート2022」のご案内
当社のサステナビリティに対する考え方や各領域における活動報告
など、持続可能な社会の実現に向けた取り組みの成果をすべてのス
テークホルダーのみなさまへ情報提供することを目的として、サステ
ナビリティレポートを毎年発行しています。

サステナビリティレポート2022

1000 万人ラジオ体操・みんなの体操祭 in 愛知県一宮市（2022 年 7 月開催）
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中期経営計画における株主還元方針
今後の利益見通し、財務の健全性を考慮しつつ、１株当たり配当額について、2025年度までの

中期経営計画期間中においては原則として減配を行わず、増配を目指してまいります。
さらに、株主のみなさまに対する柔軟な利益還元を図ること等を目的として、機動的な自己株

式取得等を行うことで、総還元性向について中期平均40～50％を目指してまいります。
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株主のみなさまへ

平素より株式会社かんぽ生命保険に格別のご高配を賜
り、心より御礼申し上げます。2023年６月19日より取締
役兼代表執行役社長に就任しました谷垣邦夫です。
「お客さまから信頼され、選ばれ続けることで、お客さ
まの人生を保険の力でお守りする」という当社の社会的使
命を受け継ぎ全力を尽くしていく所存ですので、何卒よろ
しくお願いいたします。

2022年度の当社の連結業績については、保有契約の減少
に加えて新型コロナウイルス感染症に係る保険金の支払の
増加等の影響により、当期純利益は976億円となりました。

また、期末配当金は、計画どおり１株当たり46円とし、
先にお支払いしました中間配当金と合わせて、前期に比べ
２円増の１株当たり年間92円となり、２期連続の増配と
なりました。

株主のみなさまにおかれましては、より一層のご支援を
賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

取締役兼代表執行役社長

谷 垣 邦 夫

1 2

■ 株主のみなさまへ ■ 株主還元 



※1 お払い込みいただく保険料総額に対する、受け取れる学資金の割合

※2 �インパクト投資とは、財務的リターンと並行して、ポジティブで測定可能な社会的および環境的インパクトを同時に生み出すことを意図する
投資行動を指します。

※3 �PRI（責任投資原則）は、投資を通じてESGに関する責任を果たすために必要とされる原則で、世界の多くの機関投資家が署名しています。
※4 �当社はAdvanceのEndorserであり、Advanceにおけるいかなるエンゲージメント活動にも参加しておりません。※2 出典：保険研究所「インシュアランス生命保険統計号（令和４年度版）」

※3 現在販売していない学資保険の種類も含みます。
※4 かんぽ契約に限ります。

当社は、お客さまからお預かりした保険料
をもとに、幅広い資産を長期的に運用するユ
ニバーサルオーナー※１として、持続可能な社
会の実現と長期的な投資成果の向上・リスク
低減を目指しています。「Well-Being向上」、「地
域と社会の発展」、「環境保護への貢献」を重点
取り組みテーマとして、かんぽ生命らしい“あ
たたかさ”を感じられるESG投資を推進してい
ます。

2023年４月に「はじめのかんぽ」（学資保険（Ｈ24））を改定
しました。
昨今の教育費用の高まりやお客さまからのご要望を受けて、「は

じめのかんぽ」について、お子さまの教育資金の準備がしやすく
なるよう保険料率を変更し、戻り率※１が100％を超えるプランを
実現しました。

�スチュワードシップイニシアティブ「Advance」への署名�
当社は、国連が支持するPRI（責任投資原

則）※3により新たに設立された「Advance」に
2022年12月に署名しました※4。
「Advance」は機関投資家が一体となって
人権および社会問題に関して行動するための
協働スチュワードシップイニシアティブです。
今回の署名も踏まえ、人権などの社会問題

の解決に資するESG投資をさらに積極的に進
めてまいります。

学資保険は1971年、進学率の上昇と教育費の高騰による将来的な教育資金の準備に役立つ保険
ニーズの高まりを受けて、郵便局から業界初の保険商品として創設されました。
それから約半世紀に渡り、たくさんのお子さまの成長を見守り続けてきました。2023年３月末現

在で約260万件※３,�４のご契約をお預かりしております。これからも、全国の身近な郵便局・コンサル
タント社員を通じて、お客さまの人生を、守り続けます。

ご存じでしたか？ 日本のパパ・ママに選ばれ続けて学資保険保有契約件数No.１！※２, ３

学資保険の改定にあわせて、２つのWebサイトを開設しました。

 子育てに役立つ情報・サービスを提供 

�学資保険特設サイト�
学資保険の特徴、教育資金の必要額や準備の方法、先輩パパ・

ママの声などの学資保険の活用についての情報を提供します。

�インパクト“Ｋ”プロジェクト�
重点取り組みテーマを考慮したインパクト

投資※２を拡大するため、2022年度より、当社
が独自に定める投資のフレームワークである
「インパクト“Ｋ”プロジェクト」を本格的に開
始しました。本プロジェクトでは、当社の実現
したい未来の社会およびそれに繋がる社会課
題解決に向け、すべてのアセットにおいてイ
ンパクト志向の投資を推進しています。

インパクト“Ｋ”プロジェクト 投資事例
・�待機児童を多く抱える都市部の認可保育園を主要テ
ナントとする不動産ファンドへの投資（2022年3月）
・�社会的インパクトの創出に積極的に取り組む企業に
投資し、経済的リターンと社会的リターンの両立を
目指す国内上場株式ファンドへの投資（2022年5月）

�子育て支援サイト�
子育て世代のみなさま向けに、親子で一緒に作れるレシピやお

子さまが楽しめる塗り絵の提供など、親子で楽しんでいただける
コンテンツを提供し、親子での豊かな時間を育むお手伝いをいた
します。

子育て支援サイト
へはこちらから

学資保険特設サイト
へはこちらから

Wel l - Be i ng
向上

地域と社会の
発展

かんぽ生命らしい
“あたたかさ”の感じられる投資

環境保護への
貢献

重点取り組みテーマ

※1 �投資額が大きく、資本市場全体に幅広く分散して運用する機関投資家
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連結損益計算書（要旨）※1 （単位：億円）

科目 2021年度 2022年度 増減

経常収益 64,542 63,795 △ 746

保険料等収入 24,189 22,009 △	2,180

資産運用収益 11,491 11,590 98

責任準備金戻入額 28,642 30,152 1,509

経常費用 60,980 62,619 1,638

保険金等支払金 55,493 54,879 △	613

資産運用費用 697 2,464 1,766

事業費等※2 4,790 5,197 407

経常利益 3,561 1,175 △ 2,385

特別損益 △	624 823 1,447

価格変動準備金戻入額※3 △	677 826 1,504

契約者配当準備金繰入額 731 620 △	110

法人税等合計 625 402 △	223

親会社株主に帰属する当期純利益 1,580 976 △ 604
※1 主な勘定科目を掲載しています。
※2 事業費とその他経常費用の合計です。
※3 符号がプラスの場合は戻入を、マイナス（△）の場合は繰入を示します。

その他情報 （単位：億円）

2021年度末 2022年度末 増減

純資産 24,210 23,753 △	456

総資産 671,747 626,873 △	44,874

32,176
38,981

35,389

2022年度末2020年度末 2021年度末

保有契約年換算保険料（個人保険）※1
（単位：億円）

5,930
6,691 6,270

2022年度末2020年度末 2021年度末

保有契約年換算保険料（第三分野）※2
（単位：億円）

976

1,661 1,580

2022年度2020年度 2021年度

親会社株主に帰属する当期純利益
（単位：億円）

249.48
295.33

375.14

2022年度2020年度 2021年度

１株当たり当期純利益
（単位：円）

1,009.11,121.2 1,045.5

2022年度末2020年度末 2021年度末

連結ソルベンシー・マージン比率※3

（単位：％）
※1 �独立行政法人郵便貯金簡易生命保険管理・郵便局ネットワーク支

援機構から受再している簡易生命保険契約（保険）を含みます。

※2 �「第三分野」は、医療保障給付（入院給付、手術給付等）に該当す
る部分の年換算保険料を計上しています。
�また、独立行政法人郵便貯金簡易生命保険管理・郵便局ネット
ワーク支援機構から受再している簡易生命保険契約を含みます。

※3 �連結ソルベンシー・マージン比率は、保険会社の健全性を示す行
政監督上の指標の１つです。監督当局による早期是正措置の対象
となる200％を大きく上回る高い水準を維持しています。
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ラジオ体操は、当社の前身である逓信省簡易保険局によって、1928年に制定されました。
制定時に掲げられた「ラジオ体操によって国民が健康になり、寿命が伸び、幸福な生活を営むこと
ができるように」という想いを受け継ぎ、サステナビリティを巡る社会課題の解決に貢献すべく、当
社ではさまざまな取り組みを行っています。

健康経営への関心が高まっている今、従業員の健康増進に積極的に取
り組む企業を対象に、ラジオ体操の各動作の目的や効果的な動きなどを
解説する「ラジオ体操ワンポイントレッスン」を全国各地で実施してい
ます。

©2023�Pokémon.�©1995-2023�Nintendo/Creatures�Inc.�/GAME�FREAK�inc.
ポケットモンスター・ポケモン・Pokémonは任天堂・クリーチャーズ・ゲームフリークの登録商標です。

かんぽ生命のラジオ体操公式YouTubeチャンネルでは、立位と座位
の動きを紹介するお手本動画をはじめ、身体のお悩み別のラジオ体操活
用法を紹介した「サクッと！ラジオ体操」など、さまざまなコンテンツ
を配信しています。

子どもたちの体力づくりをサポート

企業向けラジオ体操ワンポイントレッスン

ラジオ体操　公式YouTubeチャンネル

YouTubeは
こちらから

�ラジオ体操出席カード�

夏休みの期間中も早起きで規則正しい生活を送ってほし
いという想いで、1952年から毎年「ラジオ体操出席カード」
を作成し、全国の郵便局・かんぽ生命支店を通じて、多く
の方々に配布しています。

�全国小学校ラジオ体操コンクール�
元気よく、正しくラジオ体操を行う様子などを撮影した動画をご応募

いただくコンクールです。のびのびと元気に体操する子どもたちの様子
や学年を越えてラジオ体操を教え合う模様など、毎年全国各地の小学校
からご応募いただいています。

株式会社かんぽ生命保険

■ ラジオ体操の普及促進


